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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月20日(2017.12.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の走行に係る車載器（３０）を動作させて運転操作を行うために、ドライバによっ
て操作される操作部（３）と、
　前記操作部が操作されていない状況下で、前記車載器を自動的に駆動する運転支援を実
行する運転支援部（１２）と、
　前記操作部がドライバによって操作される操作力又は操作量を検出する操作検出部（２
５）と、
　ドライバによる前記操作部に対する操作に応じて前記車載器が動作する運転状態を手動
運転として、前記運転支援部が前記運転支援を実行している運転支援時に、前記操作検出
部によって検出される操作力又は操作量が閾値を超えたとき、前記運転支援部による運転
支援を中止させ、前記運転支援がなされる運転状態から前記手動運転に切り換える切換制
御部（１３）と、
　前記運転支援部による運転支援の信頼度が低下したことを検出する信頼検出部（１５）
と、
　前記運転支援時に、前記信頼検出部が前記信頼度の低下を検出したとき、前記閾値を低
減させる閾値低減部（１４）と、
　前記運転支援時に、前記信頼検出部が前記信頼度の低下を検出している場合、前記閾値
を超えない範囲の操作力又は操作量で前記操作部が操作されたときに、前記運転支援部に
よる前記車載器の駆動に前記操作を少なくとも部分的に反映させる縮退制御部（１６）と
、
　を備えた運転支援装置。
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【請求項２】
　前記縮退制御部は、前記信頼検出部が前記信頼度の低下を検出したとき、前記運転支援
部による前記操作部の駆動に前記操作が反映される割合を、時間の経過に応じて徐々に増
加させる
　請求項１に記載の運転支援装置。
【請求項３】
　前記車載器は操舵輪であり、
　前記操作部はステアリングホイールであり、
　前記運転支援部は、前記ステアリングホイールを駆動することによって前記操舵輪を駆
動する
　請求項１又は請求項２に記載の運転支援装置。
【請求項４】
　前記切換制御部が前記運転支援を中止させて前記手動運転に切り換えたことを、ドライ
バに告知する告知部（５）を、
　更に備えた請求項１～３のいずれか１項に記載の運転支援装置。
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